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半数以上がメールの利用中心利用内容

今回の調査では、利用内容をより詳しく理解するために、利用

者の利用内容を大分類と小分類の2段階に分けて聞いている。特

に小分類ではサービスコンテンツ系とコミュニケーション系の内

容をさらに詳しく分類して聞いている。　

現在最も利用頻度が高いのは「電子メール」（50.9％）と「ウ

ェブでの情報収集」（37.2％）であり、他とは大きな差がある。

今後利用してみたいコンテンツも同様に「電子メール」（19.2％）、

「ウェブでの情報収集」（25.5％）が高い。しかし、現在の利用

では0.2％であった「ショッピング」については14.8％、1.8％の

「金融商品取引/トレーディング」が10.3％、また「私信メール

以外のコミュニケーションサービス」も12.0％と今後の利用意向

が高くなっており、現在のインターネット利用者の中に今後積極

的に用途を広げたいという意向があることがうかがえる。

小分類として、ここでは特に電子メールとサービスコンテンツ

系をグラフ化した。現在利用中の内容としては例年通り「電子

メール（私信）」（88.0％）、「趣味/エンターテイメント」（65.4％）、

「生活情報」（48.0％）、「ニュース/天気予報/スポーツ」（43.4％）、

「フリーソフトのダウンロード」（36.7％）などが上位を占める。

また、今後利用したい内容としては大分類でも明らかになったよ

うに「オンラインショッピング/オークション」（9.9％→21.7％）、

「金融商品取引/トレーディング」（4.9％→15.8％）、「バンキン

グ」（2.8％→14.6％）などが現在の利用状況と比較して高くな

っている。

（矢野さよみ　アクセス メディア インターナショナル株式会社）
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